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現物寄贈に関する手引き

寄贈側	|寄贈する前に知っておきたいこと

受領側	|プロジェクトを立ち上げる前に知っておきたいこと

計画の心得	|現物寄贈を計画する際に役立つヒント

クラブが参加できるプロジェクトには、現物寄贈に関連した活動が含まれ
る場合があります。以下にご紹介する情報と実践の心得は、援助を必要と
している側（受領者）とそのニーズに応える側（寄贈者）との双方に参考と
していただくためのものです（該当するセクションだけでなく、相手側のク
ラブ用のセクションにも目を通すことをお勧めします）。

寄贈物資を必要としているクラブが多いのが現状ですが、物資を贈る以
外の形で援助を提供したほうが恩恵が長続きする場合もあります。例え
ば、物資を現地で購入できる場合には、物資を送る代わりに資金を寄付
し、必要な物を現地で購入してもらったほうが、現地経済の活性化につ
ながります。また、本、説明書、案内書なども現地の言語でそのまま使用
できるため、翻訳の手間が省けるというメリットがあります。さらに、海外
へ物資を寄贈する際に発生する送料、関税、その他の費用を節約すること
もできます。

現物寄贈 現物寄贈」とは、金銭の寄付ではなく、物資の寄贈および技術や専門知識、労力
を提供することを意味します。

効果的な現物寄贈 •		現地の受領者あるいはプロジェクトの責任者が求めているニーズと完全に一�
致するもの
•		現地で購入できない物資
•		�受領者にとって金銭で受け取るより恩恵の多いもの
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寄贈側　	 寄贈する前に知っておきたいこと

集めた物資を地元の慈善団体に寄贈して役立ててもらう、ガレージセールを開催
し不用品を売って得た利益を国際プロジェクトに寄付する、といった方法があり
ます。

寄贈する物資を集める段階で、良好でない状態の物資が寄せられる可能性もあり
ます、このような場合には、適切に処分するよう配慮する必要があります。電子機
器、機械類、プラスチック製品、薬品、化学品などは、土壌や地下水、野生生物に
害を与える恐れがあるため、処分には十分に注意を払うべきです。

送料と輸送の手配 送料は、関税、出航手続費、倉庫保管料、プロジェクト実施地までの運送料も含
め、できる限り寄贈側が負担すべきです。プロジェクトの概要に寄贈物資の送料を
誰が負担するかが明記されていない場合、寄贈を具体的に考える前に受領側のク
ラブと事前に話し合っておく必要があります。送料によっては、クラブの予算をオ
ーバーする可能性もあります。そのような場合、受領クラブ、あるいはほかの協力
クラブにいくらか負担してもらうよう働きかけるのがよいでしょう。

物資の海外輸送に精通した団体（ロータリアンの主催団体を含む）に相談した
り、そのような団体と合同でプロジェクトを実施するのも一案です。こうした団
体は、税関や輸送などの手続きに関して実践的な助言を提供してくれるだけでな
く、将来のプロジェクトに協力してくれる可能性もあります。例えば、「グローバル
ハンド」という団体は、企業と非政府団体（NGO）とを結び、必要な物資を必要な
場所へ届ける活動を支援しています。

物資を現地に届けるには、国際宅配便、航空貨物、海上貨物、外交文書用郵袋 �
軍用輸送、あるいは飛行機の預かり荷物としてなど、さまざまな手段があります
その中から最もコスト効果の高い手段を確保することが、大きな課題の一つとな
るでしょう。�

人道的な物資の輸送に対して特別料金を設定している会社があるほか、大規模
な国際貿易会社では、スペースが許せば無料で物資を輸送してくれる場合もあり
ます。見積もりを依頼する際には、正確な見積額と見積の日付、および見積もりを
行った担当者の氏名を控えておくようにしましょう。

実際の輸送だけでなく、書類作成にいたるまですべての手続きを代行してくれる
国際運送会社に、相談を持ちかけるのも一つの方法です。輸出部門のある企業に
輸送と書類作成を無料あるいは割引料金で引き受けてもらうなど、独自のアイデ
アを駆使して、経済的な手段を模索してみる価値はあるでしょう。

寄贈物資を集めること
のできる場所や機関

•		�製造業者：余剰品、製造中止品
•		出版社：売れ残った本
•		学校：不要になった教科書
•		病院、診療所、開業医：まだ使える装置や備品
•		��政府関連機関：使用しなくなった装置、救急車、消防車

http://www.globalhand.org/
http://www.globalhand.org/
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物資の収集と選別 収集する物資の種類や量は、入手の可能性の有無、保管場所の広さや輸送費、通
関手続きなどを基に決定します。収集した物資は、実際に受領者の役に立つよう
に選別してください。

梱包と目録の作成 輸送手段により使用するコンテナは異なります。頑丈なダンボール箱、ドラム缶
木箱、金属製コンテナのいずれを使うかは、運送会社が助言してくれるでしょう
梱包する際は、運送中の水による損傷、破損、盗難などから物資を守ることを念
頭に入れ、箱はパレット（荷台）に載せてシュリンクラップ（収縮包装）をかけ、必
要に応じて防水シートで覆ってください。

コンテナを外国に輸送する際は、税が課せられないよう、受領者に内容物の完全
な目録を提供する必要があります。目録の作成は、各コンテナにどれだけの物資
が入るかを判断する上でも役立ちます。通関手続ならびに各協力クラブの記録用
に各コンテナの内容物明細書のコピーを作成します。

書類の準備 必要とされる書類は国によって異なるため、貨物を送る前に受領国の領事館に連
絡し、確認してください。第三者による価格見積が必要な場合は、製造業者、専門
の鑑定人、非政府組織などに依頼するとよいでしょう。関税は申告価格に基づい
て課せられます。船荷証券、航空貨物受取書、輸出承認書、申告、原産地証明書
などの書類の作成は、運送会社が引き受けてくれます。また、高価な物資に保険
をかけたい場合も、相談に乗ってくれるでしょう。

受領国のクラブが関税貨物取扱人を指定していない場合は、運送会社が関税貨
物取扱人を紹介してくれる場合もあります。関税貨物取扱人は、受領国での輸入
税の査定、書類の作成、税関職員との連絡といった業務を行います。

物資の保管場所 クラブの会員の中に、寄贈物資の保管に使用するスペース（車庫、学校や病院の
収納室、企業の倉庫など）を提供できる人や知り合いがいるかどうかを調べてみ
ましょう。保管場所の候補が挙がった際には、十分な警備が敷かれているか、温
度や湿度などの保管環境が適しているかどうかを確認してください。また、物資の
収集、選別、梱包の場所や発送地への距離も考慮に入れましょう。

寄贈品の準備と発送 すべてのコンテナの少なくとも3面（上部以外）にラベルを貼付します。濃い色の
油性のマジックなどで英語と受領国の言語で、５センチほどの大きな文字ではっき
りとラベルに表記します。ラベルを保護するために、透明なテープを上に貼るか、
シュリンクラップ（収縮包装）をかけてください。

ラベルには内容物や受領者の氏名を明らかにしない「ブラインドマーク」を用い �
受領者の頭文字、供給者および運送者の名称、住所、連絡先、輸入港の完全な
名称を記載します。供給者の住所は小さな文字で記載し、「送付先」の住所と
混同されないようにします。コンテナに番号を振り（例：1/5）、物資の原産国名�
例：made�in�Canada＝カナダ製）を表記します。
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運送業者と密接に連絡を取り、受領国のクラブが輸送状況を十分把握できるよう
にしておきましょう。受領者に発送した荷物の数、包装状態、ラベル内容などを具
体的に知らせておけば、輸入港で簡単に見分けられるようになります。

プロジェクト完了後の
評価

寄贈品が相手側に届いた後も、受領側クラブとの関係を維持し、将来再び協同
プロジェクトを実施できる可能性があることを念頭に置いておきましょう。ま
た、寄贈側、受領側ともに、プロジェクトのプロセスを振り返り、何を達成した
か、計画と予算使用は計画通りに進んだか、寄贈品は良好な状態だったかを評価
しましょう。
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•		見積もりは控えめに行う。
•		�進捗をモニターし連絡窓口となる担当者を選ぶ。
•		地区ガバナーが助言したり、援助できる場合もあるので、計画を知らせておく。
•		必要な物資が寄贈されなかった場合、プロジェクトにどのような影響が出るかをあ
らかじめ想定し、計画を立てておく。

国内の協力者との関係
構築

プロジェクトを開始するにあたり、税関職員やその他の政府職員からの協力が得ら
れるよう働きかけ、できれば書面で必要な承認を得るよう努めましょう。また、受領
する寄贈品の種類に応じて、それを規制する政府機関と連絡を取り、相談すること
もできます（例えば、クラブが医療物資の寄贈品を受領する予定の場合は、厚生省
に相談する、など）。その際、連絡窓口となる職員と良好な関係を築いておけば、輸
入基準に変更があった場合などに、クラブに知らせてくれるかもしれません。

ボランティアの関与 ボランティアは、プロジェクトを効果的かつ円滑に運営するのを助けてくれる存在
です。地元の住民をはじめ、ローターアクト、インターアクト、ロータリー地域社会
共同隊のメンバーに、寄贈品の選別、配達、修理、および文書の翻訳といった作業
を手伝ってもらうことができるかもしれません。

物資の使用に際して特別な知識や研修が必要とされるものを受領する場合は �関
連した専門知識を持った海外のボランティアを現地に迎え入れ、指導してもらうこ
とを検討してみてください。外国のロータリー・クラブと交流を図り、親善と理解
を深めるよい機会となります。

受領側 プロジェクトを立ち上げる前に知っておきたいこと

理想的な現物寄贈プロジェクトは、ロータリー・クラブの関与が終わった後も地域
社会の人々が継続していけるものです。地元における詳細なニーズ評価を行った
後、時間、ボランティア、物資や資金など、利用可能なリソースがどれくらいあるか
を特定した上で、必要な物資が地元で入手できない場合は、物資を寄贈してもらう
ことを検討しましょう。物資の寄贈を初めて求めるクラブは、以下のヒントを参照
してください。

必要物資の入手

寄贈側へのニーズの
伝達

受領側のニーズを伝える際には、詳細を具体的に伝えることが重要です。遠慮せ
ずに、どのようなものが適切、あるいは不適切かを誠意をもって説明しましょう �
ニーズについてはっきり伝えておかなければ、海外のクラブが手間をかけて収集
梱包、輸送した物資が、まったく不必要だったという事態になりかねません。

物資の保管場所と国
内輸送

届いた物資の選別や配達作業の場から近い便利な場所に保管スペースを確保し
ましょう。保管場所に十分な警備が敷かれているか、温度や湿度などの保管環境
が特定の物資に適しているかどうかを確認してください。

海外からの物資が届いたら、国内運送業者や輸送会社による国内輸送を手配し
ます。そのほかにも、非政府団体、地元企業、政府機関などが特別価格で輸送手
段を提供している場合があるので、調べてみるとよいでしょう。
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通関手続きと輸入税 通関手続きと関税無税品扱いに関する情報を入手し、寄贈者が物資を発送する前
に、必要な手配と確認を余裕を持って済ませておきます。高額の輸入税が課され
る場合もあり、輸入税を支払わなければ、寄贈品は引き取れません。必要な書類
を整え、すべての手続きを滞りなく行うためには、税関貨物取扱人を雇うのがよい
でしょう。税関貨物取扱人は関税率を決める寄贈品の分類についても援助してく
れます。

適正な書類の添付が不可欠であることを寄贈者に再度伝えてください。適切な書
類がなければ、物資が税関で何週間も保留され、盗難の危険性も高まります。

受け取った物資の確認 寄贈品の状態を調べ、輸送中の破損がないかどうかを検査します。必要に応じて
寄贈品を修理し、使用が不可能な場合は保険請求を行います。不必要または不適
切な品物があれば、別の受領者を探すか、廃棄処分の手配をしてください。

寄贈品が到着したら 1.��通関手続きの迅速化と寄贈物資の保護のため、利用する国内輸送会社のスタッ
フに待機してもらう。

2.�寄贈者に連絡を取り、物資の通関が終わったことを知らせる。
3.�中間保管地まで、または直接受領する人々の元へ寄贈物を輸送する。

寄贈品のアフターケア
と関係の維持

届いた寄贈品を受益者に渡した後にも、受益者との連絡を絶やさないことが大切
です。寄贈品を受け取った人々がその使い方や修理方法について援助が必要な場
合には、援助を提供しましょう。また、プロジェクトの成果について寄贈側のクラ
ブに報告し、プロジェクトの後にも関係を維持し、将来の協同活動の可能性を検
討することをお勧めします。

評価および評価結果
の共有

プロジェクトの完了後、達成できた事柄、今後改良すべき点、これから現物寄贈
プロジェクトに携わる人々に伝えておきたいことなどについて詳しくメモをとり �
国際ロータリーのロータリー奉仕担当者までお送りください。また、ボランティア
や寄贈者をはじめ、援助してくれた人々全員に感謝の気持ちを伝え、一人ひとりの
貢献がいかに役立ったかを伝えましょう。

プロジェクトが終わったら、その成功について広報することによって、ロータリーに
ついて人々に広く知ってもらうことも重要です。こうすることで、寄付者、ボランティ
ア、入会者の関心を集め、ロータリーの活動にボランティアで参加したいと考える
地元住民も増えるかもしれません。地元メディアや業界誌、クラブのニュースレタ
ーや地区の月信などで、プロジェクトの周知を行ってください。詳しい指針につい
ては、地区の広報委員長にお尋ねください。

mailto:rotary.service@rotary.org
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計画の心得 現物寄贈を計画する際に役立つヒント	

学術誌、科学・専門誌	 学術誌は、大学、図書館、医療機関の素晴らしいリソースとなります。国によって
は郵便システムの信頼性が低いところもあります。こうした問題に対処するには、
受領側がインターネットで購読できる一流学術誌の購読料を3年分提供するなど
の方法もあります。

本、教科書、学用品 本や教科書などを寄贈する場合は、以下の点を配慮しましょう。
•		文化的に適切なもの。
•		�相手が理解できる言語で書かれていること。
•		相手の教育目的（年齢、専門分野など）に沿った内容であること。
•		�発行後10年以内のもの。

食品 食品の代わりに現地の栽培条件にふさわしい食糧生産用機械や用具、種子を送
ることを検討してください。食品を送る場合は、腐らないもので、その国の宗教や
文化にふさわしいものを選んでください。ラベルやレシピは、相手の母国語に翻訳
します。水で薄めたり、戻したりする必要のある食品は、水質汚染地域には送らな
いよう気をつけましょう。病気を招く原因となります。

医療機器、歯科機器 医療機器や歯科機器を寄贈することにより、治療を受けられずにいる地域の人
々を助けることができます。機器は新品もしくは新品同様で修理可能なものを選
び、発送する前に専門技師に点検してもらいます。機器の使用に関しては、現地の
言語に翻訳された取扱説明書を提供し、現地の担当者が十分な研修を受けられ
るよう確認します。世界保健機関では、保健医療機器寄贈の指針（英語）を作成
しています。また、�医療支援のパートナーシップ、The�Partnership�for�Quality�
Medical� Donations（良質医療品寄贈のパートナーシップ）では、機器寄贈の基
準（英語）を提案しています。物資の寄贈を求める前に、あるいは物資を送る前に
参照してください。

医療、歯科、手術用	
器具

発展途上国の農村にある病院に出産用キットなどを寄贈する際には、必ず現
地の言語に翻訳した取扱説明書をいっしょに送るようにします。器具は一括し
て、無菌状態が保てるように包装します。歯科用器具を何軒かの診療所に送る
場合は、各診療所の分を別々に詰めます。器具が少量しかない場合は、信頼で
きる救援もしくは開発機関または地元の動物福祉団体に寄付してください。	

衣類、靴 寄贈する前に、現地の気候、文化、宗教、生活様式に適切かどうか考慮する必要が
あります。種類、性別、年齢に応じて品物を選別し、ラベルを付けるとよいでしょう。

コンピュータ機器	 コンピュータ機器はあっという間に古いモデルになってしまうため、この種の寄贈
はハイテク機器の改造やリサイクルを行うことのできる組織を通して行うのが最
善です。パソコン機器は、適切に処分しないと環境に悪影響を与える可能性があ
るため、寄贈するパソコンの使い勝手や寿命も考慮に入れる必要があります。

http://www.who.int/medical_devices/publications/en/Donation_Guidelines.pdf
http://www.msni.org/medical/Warehouse_Manual.pdf
http://www.msni.org/medical/Warehouse_Manual.pdf
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医薬品の寄贈は、処方薬も市販のものも含め、地域団体や個人レベルで行うべき
ではありません。ラベルを誤って貼ったり、期限が切れていたり、ラベルが現地の
言語に訳されていなかったために誤用されれば、致命的な結果を招くこともあり
ます。従って、必ず信頼の置ける医療専門機関から、同じく信頼の置ける医療専門
機関にのみ送られるべきです。医薬品については、輸送も厳しく規制されており、
国ごとに輸入品の制限や規定が設けられています。世界保健機関の設定している
医薬品寄贈ガイドライン（英語）を参照してください。

医薬品、ワクチン、	
ビタミン類

車と機械類	 救急車と建設用機械は、寄贈物資の中でも人気の高いものです。車を送る場合
は、受領国で使用されているのが右ハンドルか左ハンドルかを確認するととも
に、現地の言語に翻訳された取扱説明書を添えます。現地で高オクタン価燃料�
ガソリンあるいはディーゼル）が入手できるかどうかも、確認する必要がありま
す。また、スピードメーターやその他の装置も、その国で使用されている単位を用
いたものでなければなりません。

機械類を寄贈する場合、第一に考えなければならないのが、現地で部品が調達で
きるか、そして修理可能かどうかという点です。また、気候も考慮に入れなければ
なりません。機械によっては、湿度が高かったり、埃が多い土地には適していない
場合もあります。建設用の大きな機械類は、故障する心配があるほか、レッカー
移動ができない場合も想定されます。複雑な機械や危険性の高い機械の場合は
特に、操縦の研修に加えて、安全に関する指導を行う必要があります。

災害救済と復興支援を
目的とした寄贈

災害救済の第一段階では、捜索、救出、救急医療の提供をはじめ、食糧、水、シェ
ルターなどの基本的な必需品の供給が活動の中心となります。この段階では、緊
急に必要とされている物資が被災地近くの港や空港に無事到着することが先決
ですから、その妨げとならないよう、物資の寄贈は復興作業が開始されるまで待
つのが賢明です。

寄贈を計画する前に、政府が復興活動の一環として物資の寄贈を受け入れている
かどうかを確認すべきです。外国からの寄贈物資を受け入れなくても、政府と地元
の援助団体だけで被災者のニーズに応えられる場合もよくあります。

対象国の事情に詳しい団体のほうが現地のニーズにうまく応えられるので、その
ような団体に相談するとよいでしょう。米国を拠点とするInterAction（英語）と
国際向けReliefWeb（英語）のウェブサイトには、復興活動を目的とする援助団
体の一覧が掲載されています。また、家族を支援するプロジェクトや長期的な住
居提供を実施する団体に協力するという援助方法もあります。災害救済と復興活
動のベストプラクティスに関する情報は、Center� for� International� Disaster�
Information�（英語）にも記載されています。

http://apps.who.int/medicinedocs/pdf/whozip52e/whozip52e.pdf
http://www.interaction.org/
http://www.reliefweb.int/
http://www.cidi.org/
http://www.cidi.org/

